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corega FEther PCI-TXA取扱説明書
（Windows 95 編）

はじめに
本製品のドライバーをWindows 95 にインストールする手順を説明します（ここでは、ネットワークアダプタ用ドラ
イバーを含むネットワーク環境が全くインストールされていない状態でのインストール手順を説明します）。なお、
Windows 95 には Version A、Version B、Version C のバージョンがあり、バージョンによってドライバーのイン
ストール時に表示されるメッセージが若干異なります。本書では、Version B を使用し、手順を説明します。

本書に記載されている内容は以下の通りです。
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各部の名称と働き
本製品の主要な部分の名称と働きを説明します。
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① シリアル番号シール

本製品のシリアル番号（製造番号）とリビジョンが記入されています。同じ
ものが、3 枚同梱されており、パッケージ( 外箱) にも貼付されています。同
梱されているシリアル番号シールは、「製品保証書」に貼付してください（残
る 2 枚は予備です）。シリアル番号とリビジョンは、ユーザーサポートへの
問い合わせ時に必要な情報です。

② 動作表示LED（ランプ）

次の 2 つの LED があります。

LINK/ACT （緑）: 本製品とハブ（またはスイッチ、ルーター）の間でリ
ンクが成立すると点灯します。

100 （黄）： パケットを送受信すると点滅します。

③ MAC アドレスラベル

本製品のMAC アドレスが記入されています。

④ RJ-45 モジュラージャック

UTP ケーブル（シールドなしツイストペアケーブル）を接続するコネクター
です。

⑤ PCI バスコネクター

本製品とパソコンのインターフェースとなるコネクターです。この部分は素
手で触らないようにしてください。

⑥Wake on LAN コネクター*

Wake on LAN 機能を使用するときに、本製品に付属のWOLケーブル（AT
互換機用）でパソコンと接続します。Wake on LAN 機能を使用しないとき
は、接続する必要はありません。

* Wake on LAN ®機能に対応したパソコン、OS、BIOS のもとでご使用になれます。
Wake on LAN の詳細は、12 ページの「Wake on LAN 」をご覧ください。また、リ
モート電源管理ユーティリティーはTCP/IPプロトコルにより Magic Packet ™を送信
しますので、Wake on LAN 機能はTCP/IP による LAN機能でご使用ください。Wake
on LAN 機能およびリモートパワーマネージメント管理ソフトウェアにつきましては、
サポート対象外となりますのでご了承ください。

外観図
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用意するもの 

• 本製品本体・UTPケーブルなど 

• 本製品のドライバーディスク (CD-ROM) 

• パソコン（Windows 95インストール済み） 

• Windows 95の供給メディア（CD-ROMまたはフロッピーディスク）

Windows 95 がパソコン購入時にあらかじめインストールされた形態で提供さているときは（プリインストール版）、
Windows 95 のバックアップCD-ROMが付属していることをご確認ください。バックアップCD-ROMが付属していない
ときは、安全のため、必ずフロッピーディスクにWindows 95 のバックアップを取った後でドライバーのインストールを
始めてください。バックアップ手順は、ご使用のパソコンの取扱説明書をご覧ください。

以下の手順は一例です。お客様の環境によっては、画面表示や手順が若干異なることがあります。また、本書では AT互
換機 /PC98-NXへのインストールを例にして説明してあります。

パソコンの確認
「マイコンピュータ」をダブルクリックします。ご使用のパソコンの CD-ROMドライブを確認し、ドライブ名をメモ
しておきます。

ここでは、CD-ROMドライブを「D:」と仮定しています。
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ハードウェアの設定
本製品をパソコンに取り付け/ 取り外す手順を説明します。この手順を実行することにより、ネットワーク環境を提
供する本製品のドライバーソフトウェアをインストールする準備が整います。

パソコンへの取り付け

以下に示す手順に従い、本製品をパソコンの拡張スロットに取り付けます。

パソコン本体のカバーの取り付け/ 取り外し・アダプターの取り付けの詳細は、ご使用のパソコンのマニュアルをご
覧ください。

1 パソコン上で動作しているソフトウェアをすべて終了し、本体の電源をオフにします。

2 必ずパソコンの電源プラグを電源コンセントから抜いてください。

パソコンの拡張スロットに本製品を実装する作業は、必ずパソコンの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントから
抜いて行ってください。電源をオンにしたままこの作業を行うとパソコンや本製品の故障の原因となることがあります。

3 パソコンの本体カバーを外します。

4 スロットカバーを固定しているねじを外し、スロットカバーを外します。

5 PCI バス用の空きスロットを確認します。PCI バススロットの位置は、ご使用のパソコンのマニュアルを参照して
ください。

6 本製品を拡張スロット（PCI バス用）にしっかり奥まで挿し込みます。

本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。部品が静電破壊する恐れがありますので、PCI バスコネクターの接点
部分、部品などに素手で触れないでください。

7 手順4で外したねじを使用して、本製品を固定します。このねじは必ず取り付けてください。

8 パソコンの本体カバーを取り付けます。

ネットワーク接続に必要なハードウェア設定（DMA、IRQ、I/O アドレスなど）は、本製品をパソコンの拡張スロッ
トに取り付けただけで自動的に行われます。

奥まで 
しっかりと挿す 

ネジで 
固定 

取り付け方法
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パソコンからの取り外し

以下の手順に従い、本製品をパソコンの拡張スロットから取り外します。

1 「 パソコンへの取り付け」の手順（1）～（3）と同様に、パソコンの本体カバーを外します。

2 本製品を固定しているねじを外します。

3 本製品をゆっくり引き抜きます。引き抜く時は左右に振らずに真っすぐ引き抜いてください。

本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。部品が静電破壊する恐れがありますので、PCI バスコネクターの接点
部分、部品などに素手で触れないでください。

4 スロットカバーを元どおりに取り付けます。

5 パソコンの本体カバーを取り付けます。
5



UTPケーブルの接続
次に、本製品をUTP ケーブルと接続します。

本製品と UTPケーブルとの接続

稲妻が発生しているとき、本製品やケーブルの設置などの作業を行わないでください。落雷により、感電する恐れがあり
ます。

1 カテゴリー3以上のUTPケーブル（ツイストペアケーブル）を用意します。

2 UTPケーブルの一方の端に付いたモジュラープラグを本製品のRJ-45 モジュラージャックに、カチッと音がする
まで挿し込みます（両端のプラグのどちらでも構いません）。

3 UTPケーブルを引っ張ってみて抜けないことをご確認ください。

4 手順（2）と同様に、UTPケーブルのもう一端のモジュラープラグをハブのコネクター（UTP）に挿し込みます。

UTP ケーブルの外し方

UTPケーブルの RJ-45プラグは、プラグの爪を指で押さえながら手前に引くと抜くことができます。

リンクの確認

最後に、ハブ（またはスイッチ）とパソコンの両方の電源をオンにし、本製品のLink LED とハブのLINK OK LED
の両方が点灯することを確認します。点灯が確認できれば、ネットワークへの接続は正常に完了しています。

"LINK OK" LEDの名称はハブの機種により異なります。また、"LINK OK" LED を持たない機種もありますので詳細はハ
ブのマニュアルをご確認ください。

どちらか一方しか点灯していない、または両方が消灯している場合は、本製品とハブは正しくリンクしていません。
その場合は、ご使用の UTP ケーブルがしっかり接続されていない、または断線している、あるいは適切なものを
使用していないなどの原因が考えられます。ケーブル類の接続をし直す、ケーブル類を交換してみる、ハブのポー
トを入れ替えてみるなど試してみてください。
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ドライバーの新規インストール

1 本製品をパソコンの拡張スロットに取り付けた状態で、パソコンの電源をオンにし、Windows95 を起動します
（4 ページの「ハードウェアの設定」を参照）。

2 Windows95は、本製品を自動的に検出し、「デバイスドライバウィザード」が起動します。

本製品のドライバーディスクを CD-ROM ドライブに挿入して「次へ」をクリックします。この時点でドライバー
ディスクをCD-ROMドライブに入れておくことが重要です。

ここでは、CD-ROMドライブを「D:」と仮定しています。ドライブ名につきましては、3 ページの「パソコンの確認」で
確認したドライブ名に読みかえてください。

3 次に表示される画面で「場所の指定」をクリックします。

4 「D:¥W95」と入力し、「OK」をクリックします。ここでは、CD-ROMドライブを「D:¥」と仮定します。

5 次のダイアログで、ドライバーの名称が「corega FEther PCI-TXA Ethernet Adapter」となっていることを確認
し、「完了」をクリックします。

6 必要なファイルがハードディスクにコピーされます。コピーの途中で本製品のドライバーディスクが要求された
場合は、「OK」をクリックします。

7 「coapcix3.sys が見つからないのでドライバーディスクを入れてください」という画面が表示されたときは、本
製品のドライバーディスクをCD-ROMドライブに入れ、「ファイルのコピー元」に「D:¥W95」と入力して「OK」
をクリックしてください。「coapcix3.sys」 は本製品のドライバーディスクに収められているファイルです。ここ
ではCD-ROMドライブを「D:」と仮定します。

ご使用のパソコンに初めて LANアダプターをインストールする場合は、ここでパソコンをネットワーク上で識別するた
めの情報（「コンピュータ名」、「ワークグループ名」、「コンピュータの説明」）の入力を促すダイアログが表示されます。
コンピュータ名とワークグループ名は、半角英数文字 15 文字以内で入力します。詳細はWindows 95 の取扱説明書およ
びオンラインヘルプを参照してください。これらの情報をドライバーのインストール後に変更するときは、「コントロー
ルパネル」の「ネットワーク」を選択し、「ユーザー情報」タブで設定します。

8 Windows 95の供給メディアを挿入するように指示するダイアログが表示されたときは、以下で説明する
Windows 95のメディア形態に応じて下記のように「ファイルのコピー元」にパスを入力して「OK」をクリッ
クします。

■プリインストール版Windows 95 の場合

プリインストール版の場合はWindows 95のファイルが既にハードディスクにコピーされています。画面ではディ
スクを入れるよう要求されますが、そのまま「OK」をクリックして画面を閉じて、上記入力例の「ファイルコピー
元」に以下のとおり指定してください。ここではWindows 95の起動ディスクドライブを「C:」と仮定します。

コピー元：C:¥windows¥options¥cabs

■Windows 95 が CD-ROMで提供されている場合

CD-ROM をドライブに挿入し、上記入力例の「ファイルコピー元」に以下のとおり指定してください。ここでは
CD-ROMドライブを「D:」と仮定します。

コピー元：D:¥WIN95 

次ページへつづく
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■Windows 95 がフロッピーディスクで提供されている場合

現在挿入されているドライバーディスクを取り出し、指示された番号のフロッピーディスクをドライブに入れ、
「ファイルのコピー元」に「A:¥」と入力してください。ここではフロッピーディスクドライブを「A:」と仮定します。

9 手順8でWindows 95 の供給ディスクを挿入した場合は、そのディスクをCD-ROMドライブまたはフロッピー
ディスクドライブから取り出してから、「はい」をクリックしてパソコンを再起動します。ご使用のパソコンの環
境によっては、以下のウィンドウが表示されない場合もあります。その場合でも、必ず再起動を行ってください。

10 以上でドライバーのインストールは終了です。引き続き、「 インストールの確認」にお進みください。

インストールの確認
再起動したら、ドライバーのインストールが正常に行われていることを確認し、さらに必要な設定を行います。

デバイスマネージャによるインストールの確認

1 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択します。「システム」をダブルクリックし、「デバイスマ
ネージャ」タブをクリックします。「corega FEther PCI-TXA Ethernet Adapter」を選択（反転表示）し、「プロ
パティ」をクリックします。

本製品のアイコンに「×」「？」「！」などのマークが付いていたり、アイコンが「ネットワークアダプタ」の下ではなく
「不明なデバイス」や「その他のデバイス」の下にあるときはインストールに失敗しています。詳しくは、PDF 形式の
ファイル「追加情報とトラブルシューティング」の「ドライバーのトラブルシューティング」をご覧ください。

2 「情報」をクリックします。「デバイスの状態」欄に「このデバイスは正常に動作しています。」と表示されている
ことをご確認ください。

「ドライバ」タブを選択すると、「このデバイスにはドライバファイルが必要でないか、または組み込まれていません。」
というメッセージが表示されることがありますが、これは本製品の仕様によるものであり、本製品のご使用には支障あり
ません。安心しご使用ください。

3 本製品が使用する I/O ベースアドレス、インタラプト（IRQ）などは、Windows 95 によって自動的に設定され
ます。「リソース」タブを選択すると、これらを確認することができます。

ネットワークの設定
ドライバーが正常にインストールされているか確認後、ネットワークの設定などを行います。

「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択します。「ネットワーク」をダブルクリックし、使用するプ
ロトコル、クライアントなどの設定を行います。詳細はシステム管理者にご確認ください。また、基本的な設定例を
PDF 形式のファイルでご用意しています。本製品のドライバーディスク内の「index.html」をダブルクリックして表
示される「corega 製品を使用したLAN の構成」のWindows Meの設定例を参考にしてください。

必要な設定を終えたら、「ネットワーク」ウィンドウの「OK」をクリックします。再起動の確認画面が表示されます。
設定内容は、再起動後から有効となります。
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ドライバーの設定
ここでは、本製品のネットワーク通信モードに関する設定を行います。

1 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択します。「ネットワーク」アイコンをダブルクリックしま
す。「corega FEther PCI-TXA Ethernet Adapter」を選択し、「プロパティ」→「詳細設定」タブと進み、ネット
ワーク通信モードの設定を行います。「値（V）」リストからご使用の環境に合ったものを選択し、「OK」をクリッ
クします。詳細はシステム管理者にご確認ください。

各項目の意味は以下の通りです。

Connection Type

● Auto-Negotiation（デフォルト）
Auto-negotiation を有効（Enable）に設定します。この項目を選択した場合、接続先機器の仕様によって動作
は以下のように変わりますのでご注意ください。

　接続先機器がAuto-negotiation をサポートしている場合

可能な最高の速度（100/10 Mbps）およびモード（Full/Half duplex）となります。

　接続先機器がAuto-negotiation をサポートしていない場合

接続先機器（ハブなど）が Auto-negotiation機能をサポートしていない場合にこの「Auto-Negotiation」を
選択すると、ネットワークメディアは通信速度（100/10 Mbps）のみ自動的に検出し、検出された速度の
Half duplex モードとなります。したがって、接続先機器が 100Mbps の Full duplex モードをサポートして
いてもAuto-negotiation 機能をサポートしていない場合に最高速度（100Mbps Full duplex）を得るために
は、「100 Base Tx Full Duplex」を選択する必要がありますのでご注意ください。

接続先機器が Half duplex（半二重）のみに対応している場合、本製品をFull duplex（全二重）に設定すると、
ネットワーク障害の原因となりますので避けてください。この場合は、接続先機器と同様に Half duplexに固
定するか、「Auto Negotiation」を選択します

●100 Base Tx Full Duplex

100Mbpsの Full duplex（全二重）モードに設定します。

●100 Base Tx Half Duplex

100MbpsのHalf duplex（半二重）モードに設定します。

●10 Base T Full Duplex

10Mbpsの Full duplex（全二重）モードに設定します。

●10 Base T Half Duplex

10Mbpsの Half duplex（半二重）モードに設定します。

2 「ネットワーク」ダイアログに戻り、「OK」をクリックします。

3 「システム設定の変更」ダイアログで「再起動しますか？」という問いに対して、「はい」をクリックします。ド
ライバーの詳細設定は再起動することで値が有効となります。
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ドライバーの削除
ドライバーの再インストールを行う場合、ドライバーを一旦削除してから行います。ドライバーのインストールに失
敗した場合も、この手順にならい、間違ってインストールされたドライバーを削除してから、再びインストール作業
を行います。

1 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択します。「システム」をダブルクリックします。「デバイ
スマネージャ」タブを選択し、「ネットワークアダプタ」アイコンをダブルクリックします。「corega FEther PCI-
TXA Ethernet Adapter」を選択し、「削除」をクリックします。

2 「OK」をクリックします。

手順２の画面で選択肢が表示されたときは、「すべての設定から削除」を選択して「OK」をクリックしてください。ま
た、Windows 95 の CD-ROM が要求された場合は、「 ドライバーの新規インストール」の手順 7～ 8と同様にファイルの
場所を指定してください。

本製品を使用しない場合は、Windows95 終了しパソコンの電源をオフにして本製品を拡張スロットから取り外します。
このとき必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。次回のWindows95 起動時から、本製品のドライバーがイン
ストールされていない状態となります。

3 製品のアイコンが消えていることを確認し、「システムのプロパティ」ウィンドウの「閉じる」ボタンをクリック
してください。

4 以上でドライバーの削除は終了です。ドライバーの再インストールを行う場合は、本製品を取り外さずにパソコ
ンを再起動してください。
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ドライバーの再インストール
ドライバーの再インストールを行うときは、ドライバーをいったん削除してから行います。ドライバーのインストー
ルに失敗したときも、インストールされたドライバーを削除してから再インストール作業を行います。

ドライバーを再インストールする手順は以下の通りです。

1 10 ページの「ドライバーの削除」の手順にしたがい、本製品のドライバーを削除します。

2 7 ページの「ドライバーの新規インストール」の手順にしたがい、本製品のドライバーをインストールをします。
11



Wake on LAN

Wake on LAN ®とは

パソコンの電源をネットワーク上の他のパソコンからオンできる機能です。
この方法により、パソコンのある場所に行かなくてもパソコンを起動することができます。また、パソコンは消費電
力のきわめて低い動作モードに入ることができ、必要なときのみ起動できるので、省電力にもつながります。Wake
on LAN は、Remote Wake Up とも呼ばれます。

■Wake on LANの必要条件

Wake on LAN機能を使用するには、ご使用のパソコンのBIOS や OS（Wake on LAN用環境設定）上の設定が必要です。
詳しくは、ご使用のパソコンのマニュアルをご覧いただくか、パソコンメーカーにお問い合わせください。Wake on LAN
機能を使用する際には、リモートパワーマネージメント管理ソフトウェアが必要です。操作や設定の方法については、ソ
フトウェアのマニュアルをご覧ください。*

■Wake on LANコネクターへの接続

WOLケーブルを接続するときは、必ずパソコンの電源をオフにしてください。このとき、必ずパソコンの電源プラグを
電源コンセントから抜いてください。電源をオンにしたままこの作業を行うとパソコンや本製品の故障の原因となること
があります。

ご使用パソコンに 3ピンコネクターが実装されていても、WOL用であるかを必ずご使用パソコンのマニュアルでご確認
ください。3ピンコネクターがWOL用コネクターでない場合、本製品のWOL ケーブルを接続すると、本製品を破損す
るおそれがありますので、必ずご確認ください。

1 パソコンの電源プラグが電源コンセントから外れていることを確認します。

2 本製品のWake on LANコネクターに付属の WOLケーブルを接続します。

3 本製品をPCI スロットにしっかり奥まで挿し込みます。
WOL joint.eps

WOLケーブルの接続

コネクターピンアサイン　　

1 ケーブルの片端をマザーボード上の Wake on LAN用コネクターに接続します。

マザーボード上のWake on LAN用コネクターの位置は、パソコンにより異なります。

* Wake on LAN機能およびリモートパワーマネージメント管理ソフトウェアについては、サポート対象外となります。

PIN 3：wake on pin

コネクター外側 

PIN 2：auxiliary ground

PIN 1：auxiliary power 5V
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パソコンによっては、BIOSまたはOS の設定を変更して、Wake on LAN 機能を動作可能な状態にしなければならないこ
ともあります。詳しくは、パソコンに付属のマニュアルを参照してください。

付属のWOLケーブルは、お使いのパソコン機種によってはご使用になれない場合があります。付属のWOL ケーブルは、
AT互換機専用のものです（PC98-NXシリーズには使用できません）。

Magic PacketTM

本製品は、ネットワーク経由で送出された Magic PacketTM と呼ばれる特定の情報パケットを受けとることにより、
パソコンの電源をオンにします。

■Magic PacketTM の概要

Magic Packet Mode が有効な状態でパソコンが休眠状態になると、本製品のネットワークコントローラチップを除
くシステム全体がパワーダウン状態になります。

このとき、ネットワークコントローラは、ノード宛に入ってくる全てのフレームをスキャンし、Magic Packet フレー
ムであることを示す特定のデータシーケンスを探します。Magic Packet フレームは、ソースアドレス、デスティネー
ションアドレス（受信側の IEEE アドレス、またはブロードキャストアドレスを含むマルチキャストアドレス）、CRC
など、使用しているネットワークの基本的条件も満たしている必要があります。データシーケンスはブレークも割り
込みもなく、ノードの IEEE アドレスを 16回繰り返すことによって構成されます。

このシーケンスは、パケット内のどこに位置していても構いませんが、必ず同期化ストリームの後に続いていなけれ
ばなりません。16 回繰り返される IEEE アドレスが、起動対象のパソコンのアドレスと合致していれば、デバイスは、
ブロードキャストフレームも受信します。

このシーケンスは、TCP/IP パケット、IPX パケットなど、どのパケットにでも入れておくことができます。

また、Magic Packet フレームは、ネットワーク内で自由にブリッジしたり、ルーティングしたりでき、その場合で
もフレームの宛先ノードを起動するという機能には影響を与えません。

フレームをスキャンした結果、上記のような特定シーケンスが見つからなければ、ネットワークコントローラは、フ
レームを破棄し、それ以上の動作は行いません。シーケンスを検出した場合は、パソコンのパワーマネジメント回路
にアラートを送り、システムを起動します。
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おことわり 

• 本書は、株式会社コレガが作成したもので、全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で本書の一部または
全部をコピーすることを禁じます。 

• 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

• 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 

• 本製品の内容またはその仕様により発生した損害については、いかなる責任も負いかねますのでご了承ください。 

© 2002 株式会社コレガ

corega は、株式会社コレガの登録商標です。
Windows は、米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。Wake on LAN は、IBM Corporationの登録商標です。
Magic Packet は、Advanced Micro Device, Inc. の商標です。その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機器の名称は各メーカー
の商標または登録商標です。

2002年 7月　Rev.A　初版
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